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混種語から見た各時代の造語の諸相
白　井　清　子
　要旨
　一語の中に和語・漢語・外来語のうちの二つ以上の語種の異なる形態素を
含むものを混種語と言うが，混種語は和語や漢語に比して時代の変化が激し
1
）
い。そこで奈良時代から江戸時代までの幾つかの資料にあたってその混種語
を調べてみたところ次のようなことがわかった。
　1．　混種語は各時代の社会の状況をかなり顕著に反映する。
　2．　意味の上では限られた分野であった混種語が室町時代前期ごろから広
がりを見せ始め，室町時代後期には生活の種々の面にまで及び，和語のみで
の表現が不可能な状況が見てとれる。
　3．初めは独立性の高い語同士の結び付きであった混種語であるが，室町
時代前期から接辞的な漢語形態素が現れ初め，室町時代後期には造語力の豊
かな漢語形態素が多くなり，同時に「不～」のような漢語的語構成をなす混
種語も出てくる。
　4．　和語形態素についていえぽ，初めは名詞が多かったが室町時代前期ご
ろから動詞連用形の名詞化したものがふえ始め，室町時代後期以後非常に多
くなる。動作・行為を表すことぽとしては和語形態素の受持つ役割が依然と
して大きいことを物語る。
　5．上の2～4からわかるように室町時代前期ごろに語彙史上の転換点が
あるように見うけられる。
　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　　　　　　　おやぎよう
「省エネルギー」「親業」ということばが新聞などで使われるようになって
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からまだそれほどの年月を経ていない。それ以前にはなかった概念を表現し
ようとして考え出された新しい語であった。この二つの語のうち「省エネル
ギー」の方は今ではごく一般的に使われ，「省エネ」と略されたり「省エネ
ルギー対策」などという表現がなされることもある。第一次オイルショック
の1973年頃から使われ始めた語で，90年のイラク問題でまた頻繁に使われる
ようになった。73年以前にも「省資源」という語はあったが，それではピッ
タリしないとオイルショックに遭遇した人々には感じられ，新しい語が造ら
れた。「省資源」というと石炭や種々の鉱物の節約が頭の中に思い浮かぶが，
そうではなくて石油は勿論のこと，原料の石油からエネルギーへと形の変わ
った電気・ガスなども含めて節約するという意味を表現したものが「省エネ
ルギー」だった。
　「親業」のほうは成立後もあまり一般化しておらず，今でも希に耳にする
ぐらいである。親であることを，単なる一つの状態で自然になるものとして
とらえるのではなく一つの仕事として捉え，親としての能力を学習等によっ
て高めようという意識を持った人々が考え出したことぽであるらしい。
　このように二つのことぽの一般化の度合いに差はあるものの，これらのこ
とぽに初めて接したとき，私は奇異な感じを二つともに抱いた。漢語要素の
「省」と外来語の「エネルギー」，和語の「親」と漢語要素の「業」の結び付
きが不自然に感じられたのである。これらは和語・漢語・外来語が一つの語
の中にミックスされた，いわゆる混種語である。これらの混種語の成立事情
を考えると次のような点が浮かび上がってくる。
　1．　これらの語の出現に当たっては「省力」「省資源」……とか，「農業」
「商業」「製造業」……といったいくつかの既存のことばが背景にあり，（「母
親業」ということぽも既にあった），「省～」「～業」という言い方が既に我
々の頭の中にあったこと。
　2．　この新しくできた二つの語の中に含まれる「エネルギー」も「親」も
共に現代の我々にとって非常に身近な語であり，しかも同じ概念を身近な別
の語で表現することが困難であること。
一63一
　3。幾分異質のもの同士でありながら，異質という壁以上にその時の人々
の造語の欲求が強くあったこと。
　もちろん混種語として分類されるものでもそれを作り出した人々，あるい
はそれを使っている人々が常にそれを異質のもの同士の結び付きからなる語
だと意識しているとは限らない。意識していない場合の方が多いかもしれな
い。しかし意識する，しないにかかわらず新たに混種語が生み出された場合
（混種語に限ったことではなく，すべての合成語について言えることではあ
るが）その新しい語がその時代，社会と密接に結び付いているだけでなく，
その新しい語の造語形式（さきに挙げた例で言えぽ「省＋名詞」「名詞＋業」）
がその時代の人々の意識の中にあったこと，またその新しい語に含まれる各
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
要素（形態素）がその時代の人々にとって身近であったことをも物語る。逆
に言えぽ混種語を手掛りにそれぞれの時代の人々が何に関心をもちどんな新
しい文化を作ろうとしていたかを窺うことができることになる。また，その
混種語が成立した時代に身近であった，造語力のあった語（或いは形態素）
や造語形式を窺い知ることができることになる。（筆者が現代語に関してさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
きに行った調査でもそれらのことが裏付けできる。）
　文献に現れた時代にその混種語が作られたとはもちろん限らないけれども，
いくつかの時代に亙って調べ，時代ごとに比較することにより，おのずから
各時代の特色が浮かび上がってくると思われる。なお，混種語といっても本
稿では名詞に限って取り扱うことにする。漢語サ変動詞などについては既に
数多くの研究がなされているし，分けて考えた方がよいからである。（以下，
本稿では混種語という場合は名詞に限る。）
　　　　　　　　　　　　　一　調査について
　調査の対象
　奈良時代から江戸時代までを次の八つの時代に区分し，各時代，次の数の
資料を調査の対象とした。具体的な資料名は本稿末尾に記す（末尾「資料」
参照）。時代区分及び採り上げた資料については『国語学研究事典』（佐藤喜
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代治編　明治書院
奈良時代　　　1
院政時代　　　9
室町時代前期　6
江戸時代前期　8
1977年）を参考にした。
　　平安時代　　　22
　　鎌倉時代　　　17
　　室町時代後期　11
　　江戸時代後期　7
　調査の単位及び範囲
　調査を『古典対照語い表』（宮島達夫編　笠間書院1971年）から始めた事
もあって同書の単位におおむね従ったが，調査が進むにつれて若干の見直し
が必要になってきた。そのため同書とは細かい点で異なるところがあるので，
以下に単位の規準を示す。
◆名詞＋の＋名詞　は切離す。
　　例一／の／人，頭／の中将，箏／の／琴
　　例外　物の具，箏の琴人，閂（貫の木），このちゅう（此の中），香の物，
　　　　　瘡の虫，気の毒
◆次の接辞は切離す。お・おん・おほん・み（御）・ども・ぼら・たち・どの
　・ら・ごと・つつ・あまり・あたり・がり（許）・さま（敬称の場合）・ご
　（御）・とう（等）・どん　但し，「品川へん（辺）」などの「へん」は切離さ
　ない。
　　例　　大将／殿，み（御）／堂，法師／ぽら，ご（御）／しんぞ（新造）
　　　　　／さま
　　例外　尼姫君，大御堂，おご（御御），お納戸茶，おしゃもじ（おしゃ
　　　　　べり・おしゃれの意），お陀仏，お杉坊，太郎君～十一郎君
◆次のような地名は切離す。
　　例　　二条／大宮
　　例外　ひがし（東）三条，かみ（上）京
◆日付は切離す。
　　例　　はづき（八月）／十五夜
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◆数量は単位ごとに切離す。
　　例　　一匁／五分，十八貫／六百匁
◆固有名詞＋官職名は切離す。
　　例　　門脇／中納言
　　但し，「重盛公」「清貫卿」のように「公」「卿」のついたものは一語と
　　した。
◆固有名詞は原則として採らない。
　　例　　源氏物語
　　但し，「小大進」のように，「こ（小）＋官職名」「おほ（大）＋官職名」
　　は，特定の個人を指す場合でも採る。また「行成紙」「蔭弁慶」「元輔や
　　う（様）」のような場合も一語として採る。
◆いわゆる形容動詞の語幹は採る。
　　例　　優げ
　　但し，「用ありげ」などの「～ありげ」は採らない。
◆形容詞から転じた名詞は採る。
　　例　　らうたさ
　　但し，「本意無さ」などの「～無さ」は採らない。
◆「～無し」「～よし」の形で名詞的に働くものは採らない。
　　例　　器量よし
◆「故～」は採らない。
◆「～以来」「～などやう」は採らない。
◆「～次第」「～放題」「～時分」「～加減」「（地名）＋ぢゅう（中）は一語と
　する。
　　例　　かね（金）次第，いい加減，鎌倉中
　語形について
　語形は用いた資料における語形を第一とした。そしてその語が混種語か否
かの判断は『新潮国語辞典』に拠った。本文が漢字で書かれていてその読み
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が明確に記されていない場合には，他の資料・辞書・総索引などを参考にし
て決めた。しかし，それでもなお語形が確定できない場合は調査から除いた。
また，語形が現代の編者によって記されている場合でも（特に総索引におい
て）その語形に疑問がある場合にはこれを調査から除いた。
　その他，次のように処理した。
◆数字の「四」「七」を含む語は「よん」「なな」等の形が確かなもののみ採
　り上げ，他は「し」「しち」とした。
◆漢字の仮名表記に違いがあっても次のような場合は一語にまとめた。
　　例障子（さうじ・しゃうじ），女郎（ちょろう・ちょうろ），濱榔（び
　　　　　らう・びりゃう），若衆（わかしゅ・わかしゅう），髪茎（びぐき
　　　　　・びんぐき）
◆漢字が違っていても同一語と認めたものがある。
　　例　　身躰一身代
◆清濁に相違があっても別語としない。
　例　　上京（かみきゃう・かみぎゃう）
◆「十日余日」などの「余日」は「よか」「よひ」両形見られるが「よひ」に
　統一した。
　　　　　　　　　　　　二　各時代の混種語
　各時代の混種語を挙げ，混種語が時代とともにどのように変化してきたの
か，造語の仕方にどのような時代的変化があるか見ることにする。その場合，
調査によって得られた混種語をすべて挙げるのは繁雑になるぽかりでなくあ
まり意味もないので各時代の代表的な混種語を示すのがよかろう。しかし
「代表的」か否かの判断は容易ではない。
　この調査でOt－一つの資料の中で或る語が何回使われているかという使用度
数は調べていない。いくつの資料に出てくるかという使用範囲rangeのみ
を調べた。一般に語彙はその話題によって大きく左右され，ある話題の時に
は頻繁に出てくる語でも，別の話題の時には全然出てこないことがある。話
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題だけでなく使用者による偏りもある。今，筆者が知りたいのは，できるだ
け多くの人によって，多くの話題の中に出てくる混種語である。そこで代表
的か否かの規準を，現れる資料の多少によった。しかし，この調査では各時
代の資料の数も一つの資料の分量もまちまちである。したがって現れる資料
の数が同じでもその意味が異なることがある。ではどうすれぽよいか。
　さきに述べた，多くの人によって，多くの話題に出てくる混種語を知りた
いという筆者の調査目的からすれぽ一つの資料にのみ出てくるものは除いた
方がよい。ところが各時代ごとにその語がいくつかの資料に出現するかを調
べてみると，表1に示したように，一つの資料にのみ出てくる混種語が各時
代とも圧倒的に多く，これを除いた残り，即ち二資料以上に出てくる混種語
は院政時代～江戸時代後期では全体の10パーセソト～18パーセント程度にな
る。平安時代は二資料以上では30パーセソト強になり，三資料以上では15パ
表1　資料数別の語彙数
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一セソト弱になる。そこで平安時代では三資料以上，院政時代～江戸時代後
期では二資料以上に亙って出てくるものを掲げることにする。但し，奈良時
代は少ないので全部掲げる。また，各時代の特色ができるだけわかるように
意味分野によって分け，更にその時代になって現れた語（新出語）と前代ま
でに現れている語（既出語）とに分けて掲げる。意味分野は近い意味を表す
ものとそうでないものとに分けていって自然にできた意味分野であり，大体
の目安である。また，新出語といってもあくまで次に掲げる〔語彙表〕の範
囲内でのことであり，前代までの各時代に一資料（平安時代の場合は二資料
まで）に出てきていても新出語となっている場合がある。
〔語彙表〕
新　出　語
　　奈良時代（6）
　　　　　め　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　こまつるど
文化・道具　女餓鬼　男餓鬼　力士舞　高麗剣　高麗錦
！　既　出　語
新羅斧1
平安時代（84）
政治
人間
仏教
文化
道具
装束
動植物
今衛司　衛府司　厨司所　台盤所　内侍所　宣旨書き
東三条　院方
大蔵卿　殿上人　殿上童　小少将　小宰相　小侍従
　　　　　　　　　　　　　　　　　びと　　おもやう
小一条　太郎君　二郎君　三郎君　懸想人　面様　顔
様
　　ほとけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほとけ　　　　　　　　もの
阿弥陀仏　釈迦仏　薬師仏　経仏　仏経　精進物　尼
　　　　　　　　　　　みたけ君　尼上　小法師　経箱　御岳精進
絵所　蒔絵　唐絵　女絵　歌絵　下絵　作り絵　絵書
　　　　　　ひと　　　　　　み　そ
き　絵物語　一文字　三十文字　手本　草仮名　楽屋
今様歌　碁打ち
　　　　ひと
物の具　一具　棚厨子　網代屏風　懸け盤　中障子
積榔毛　女房車
紫苑色　薄紅梅　薄蘇紡　蘇栃襲　香染め　薄様　地
摺り　固紋　浮紋　黒方　狩装束　壷装束　足駄
白菊　一本菊
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生活
その他
有り様らうたげさ
十日余日
さやう　　　　　　　　　か
然様　斯様　斯う様
心懸想　名対面　十日余日　二
　　　　　　こと如何様　今様　異様　例ざま
院政時代（68）
政治　　　主殿寮　任果て
　　　　　ぜに　　　　　　　　　　つら　　とがき　とがた
経済　　　紙銭　銭打ち　銭貫　斗概　料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひひニ　　　　はにわり　　がさ
人間　　　小院　小大徳　なにがし大徳　曽孫弟子　半月　銭瘡
　　　　　　　　ほとけ
仏教　　　釈迦牟尼仏　老い法師　下法師　女法師　法師子　経
　　　　　袋　花香
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばくち
文化　　　色紙形　猿楽　新羅琴　碁石　博突
建物・場所　京ざま
　　　　　　　　しやくぎ　　　　　　　　あをし　　でみぎ　　まだ　　　　　ろくろがな
道具　　　三衣箱　笏木　貫の木　青盗　帖木　斑ら幕　縫櫨鉋
　　　　　　　だん
装束　　　あやめ絞　沃懸け地　今様姿　唐装束　旅装束　髪茎
動植物
生活
その他
　　　　　　　ニつを阿弥陀魚　寒蝉　蛇魚　くつくつ法師　蜜蜂　芭蕉葉
二毛
術無げ　らうたげ　銭形
か
斯く様
　　鎌倉時代（151）
　　　　　　　　　　　　　　どしいくさ
政治　　　武者所　台所　大番　同士軍　返り忠　申し状
人間
仏教
　　　　　　　　ひと
伊通公　家隆卿　胡人　伊勢平氏　伊勢武者
田舎武者駆り武者小大進小冠者小式部小冠
小太郎　大番衆　京童部　若党　父御前　母御前
　　　　　げ　す　　　　　　　　　　　　ごたち
伯母御前　下種男　下種女　御達　なま女房　若大衆
わ御房　わ党　院方　手勢　大勢　小勢
　ほとけ
弥陀仏　奈良法師　三井寺法師　山法師　山寺法師
寺法師　盲法師　わ法師　わ僧　書き供養　仏供養
台盤所
殿上人　小一条
阿弥陀仏　釈迦仏
尼君
楽屋　一文字
香染め　薄様　狩
装束　足駄
然様　斯様　斯う
様　如何様　今様
異様
今衛司
台盤所
大蔵卿
小侍従
内侍所
殿上人
老い法師　小法師
下法師　尼君　尼
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文化
　　　　　　　　　ときひ　じ　　 とき　　　　よぢ
關伽棚　熊野参詣　時非時　時料　振り不動
絵合せ　濃染紙　詩歌合せ　白拍子　猿楽　芝田楽
継ぎ琵琶　琵琶i単き　船楽
建物・場所　古堂　小御堂　大御堂　座敷　小門　京上り　御所
　　　　　　　　　　　　　　ざま
　　　　　ざま　大二条　台盤所様　法螺貝　馬場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じんたがめ
道具　　　明かり障子　小具足　庖丁刀　唐瓶子　滋籐　椹太瓶
　　　　　火鉢
装束　　　白薄様　赤地　青地　白装束　水干袴　平足駄　高足
　　　　　駄　立て烏帽子　折り烏帽子　白覆輪　黄覆輪　長覆
　　　　　輪　塗り籠め籐　髪髭
動植物　　大柑子
　　　　　そくひ
食物　　　続飯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ
生活　　　懸想文　取り沙汰　荒儀　女御参り　桜会　三ケ夜
　　　　　幾千万　不思議さ
　　　　　　　　　　　　　おほ　　　　　　　　　　てい
その他　　立て様　申し様　大様　あれ体　これ体　如何体
上　経袋　経箱
仏経
蒔絵　下絵　絵書
き　色紙形　手本
一文字　楽屋　博
変
京ざま
物の具　三衣箱
女房車
薄様　沃懸け地
香染め　固絞　黒
方　狩装束　足駄
白菊
有り様　らうたげ
然様　斯様　斯う
様　如何様　今様
異様　例ざま
政治
人間
室町時代前期（123）
仏教
掃部寮　聴間所　小朝拝　B番　譲り状　調度懸け
御幸初め　分捕り　北国落ち
定家卿　為家卿　俊成卿　母御　若殿上人　小兵　鳥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たうばら
帽子親　鳥帽子子　大入道　疲れ武者　小髪　当腹
　なか
胴中
内侍所　台盤所
武者所　申し状
母御前　若党　若
大衆　なま女房
小冠者　小式部
手勢　大勢　小勢
殿上人
奈良法師　山法師
小法師　わ僧　熊
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　　　　　　　　　　　　　　　　ひt　bん
文化　　　和歌所　三番猿楽　翁面　直面　似せ絵　文字移り
　　　　　折り句
　　　　　　　　　　　　　むねもん
建物・場所　御影堂　古御所　棟門　広縁　座敷　末座　横座
　　　　鎌倉中　国中　京方　御所方　京極表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐるま　　　　　くさり　　　　　しろ
道具　　　大幕　乱杭　逆櫓　二所籐　雑車　兵庫鎖　四方白
　　　　　　こし
　　　　　四方輿
　　　　　きやう
装束　　　着様　地白　緋繊し　赤銅作り　五枚甲　胴丸　鉢付
　　　　　け　鉢巻き　烏帽子懸け　五人張り　三人張り　髪櫛
　　　　　獅子頭　薄化粧
物
活
動
生
その他
連銭葦毛
　　　　　　　ゆん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいちから
指図　云ひ沙汰　弓勢　二度目　二番目　半時　大力
仁王立ち　無念さ　云ひ様　取り様　持ち様
野参詣
猿楽　白拍子蒔
絵手本　楽屋
小門　馬場
物の具　小具足
滋籐
赤地　薄様　地摺
り　沃懸け地　浮
紋　香染め　白覆
輪　足駄　狩装束
立て鳥帽子折り
烏帽子
不思議さ
然様　斯様　如何
様　今様　大様
此れ体
政治
経済
人間
室町時代後期（350）
　　　　　　こんでい
総政所　健児所　御座所　酒奉行　蔵奉行　荷奉行
　ほん　　　くばうごと
侍品　公方事　立て派　番子　詰め番　番代り　定詰
め　詰め陣　同士討ち　化粧軍　一合戦　勢揃え　勢
くばり　勢立て　門固め　地取り　夫丸　詰め牢
むねべつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひよう　　　　　　　　　さい
棟別　手間賃　人質　所質　日傭　売り券　割符　割
　　　　　　　　　　　　　　　　　てんり符　切符　召し符　請け人　風呂屋　店屋　鳥帽子
屋　銭函　分け分
　　　　　　　　　　かち若衆　又若党　荒武者　徒武者　葉武老　野武士　古
儒者　そら道者　わやく人　平百姓　小姓　小僧　鷹
　　　　　ゆひ　　　　　　　　　　　　　　　　らう
匠　唐紙師　結桶師　桧物師　河郎　身勢　虚無僧
内侍所　台盤所
台所　調度懸け
譲り状　同士軍
返り忠
斗概
駆り武者　若党
小宰相　小兵　手
勢大勢　小勢
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教
化
仏
文
建物・場所
道具
装束
動植物
食物
生活
てしや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おほぢ
手者　側女房　父御　嫁御　祖父御　姉御前　姫御前
　　　　　　　　　　　　　め嫁御前　わ御前　従兄弟同士　女郎　外様衆　年寄衆
　　　　　　　　　　　　　　もの
詰め衆　馬廻り衆　臆病者　遁世者　影法師　助け勢
　　　　　　　　　　　　こつ博変うち　語らひ勢相性骨柄落胤腹　ほほ甲
両足
　　　　　　だみ
墨絵　靹絵　濃絵　絵具　醸絵師　高檀紙　小文字
大文字　挙句　延べ句　置き字　折り本　文字読み
　　　　　　　　すかう　　え　び
いつれ篇　何篇　速香　衣被香　合せ香　香包み　香
　　　　　　　　しもむ　 かみむ　　　　　　　 ばち
箱　香箸　手拍子　下無　上無調　八つ溌　擁音　つ
れ平家　高麗笛　京物語　数珠玉　碁笥　碁石　獅子
舞　二の舞　茶の湯
　　　　かぶき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うん
　大門　冠木門　座敷　下座　小座敷　高麗べり　雲
げん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すい　　　がん
糊ぺり　襖障子　杉障子　鳥居障子　軒瓦　透廊　雁
　　ここう　　　　　　ば　　　　ちゆう
木　虎口　合戦場　島中　下京　空き地　荒れ地　薬
研堀　半道
　　　　　　　カレちよう　　　　　　　　すり　こ　　　　　　　　　　　　　ほう
御座舟　大茶碗　蚊帳　手棒　摺糊鉢　湯桶　木鋒
　　ぢやう
えび鎖　建て具　衝立ち障子　衝立て障子　摺り鉢
　　　　　　　　　　　　　　　l±んざふ
継ぎ瓶子　引入れ合子　揚げ灯籠　半挿たらひ　茶桶
茶磨　茶壷　茶袋　摺り茶壼　桔梗皿　剣じり　幕串
うかい　　でふ　　　　　つがひ　　　　　　　　　　　ひつ
櫓擢　畳楯　蝶番　筒木　千駄櫃　膳棚　重棚　重箱
　　　　　　そくひ　　　かな　　　　　　　 をしき
懸け盤　才槌　続飯板　鉄棒　追ひ膳折敷　味噌漉し
らあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずみ
蝋色　梨地　木地　下地　長具足　菊綴ぢ　荷物　角
帽子　立ち烏帽子　持ち具足　髪たらひ　髪水　つつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　げ　　　　　も
み具足　素炮袴　十二単　抱裳　引き両　会下傘　奪
　　　だめん　　　　はつあり
ぎ胴　打眠衣　半首
　　　しや　　　　　　　　　　　じ　が
堂鳩　赤熊　狛犬　似我蜂　のうぜんかづら
柑子栗毛
　　　　　　　すさい
唐納豆　餌食　酢菜　糠味噌　味噌水　茶の子　味噌
＄くろ
嚢　毒まくり　雑煮　煎じ薬　追ひ膳
　　　　　　　　　　　じゆうごは　　　　　　　　　てい
相図　すね苦行　口伎傭　情強　馬鹿げ　体たらく
母御　殿上人　山
法師　小髪
闘伽棚
下絵　白拍子蒔
絵絵書き　手本
一文字　猿楽　楽
屋　博変
小門　広縁　貫の
木　明かり障子
国中　馬場
逆櫓　火鉢滋籐
物の具　塗り籠め
籐　大幕　法螺貝
乱杭
薄様　薄紅梅　緋
縁し　胴丸　足駄
薄化粧　立て鳥帽
子　髪髭　髪櫛
白菊　連銭葦毛
続飯
指図　不思議さ
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　　　　　　　　　　　　　とし
　　　　時分柄　取り沙汰　歳徳　気散じ　気逆ひ　気遣ひ
　　　　てちぞく　さくし　　　 いっかど　　　　手着　手作　為様　傾城狂ひ　一廉　緩怠げ　不出来
　　　　　　　モう　　　　先手　穂煩ひ　四十がら　万が稀　鉢叩き　後家入り
　　　　　　　　　　　　ぢギう
　　　　絆切り　頭切り　定使ひ　毒断ち　将棋倒し　宿送り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんく
　　　　代替り　索麺被き　次第下り　朱引き　金口打ち　娑
　　　　婆塞げ　甲張り　牢朽たし　変替え　存じ　総並み
　　　　　　　　　　　　　　　　　わつそく　　　　　　　　　　　　　とき
　　　　欝陶しさ　支え状　副へ状　輪束　四番目　十二時
　　　　　　やう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てべん
　　　　書き様　跡式　何年　片便宜　手便
　　　　　　　　　　　　　　　　　めやう
その他　　片一方　其の方　真っ最中　目様
懸想文　分捕り
有り様　大力
然様　斯様　如何
様　如何体　大様
今様　あれ体幾
千万
治
済
政
経
人間
江戸時代前期（167）
文化
とが
科人　牢屋　触れ状
小判　庭銭　値段　家賃　掛け算　質屋　呉服屋　茶
　　　　　　　　　　　　　　　ぜrc　　　　　くわん
屋　担ひ茶屋　懸け帳膏薬売り　銭差し　貫刺し
一匁　一貫目　二貫目　三貫目　十貫目　三百目　相
場
　　　　　　　　　　　　つれ
頼朝公　娘御　親御　内衆　連衆　大百姓　小坊主
　　　　　　　　な役者子供　手代　名代　使ひ番　草履取り　太鼓持ち
畜生め　貴様　両手　胴骨
　　　　　　　　　　　　　　　　　だい
地謡　歌念仏　そ文字　か文字　姿絵　大目　観世こ
より　数珠玉
場所・建物　上京　大坂中　遊女町　傾城町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしら
　　　　　二階座敷　大書院　石風呂　門柱
道具
砂地
辻堂　両隣り
寝道具　吊り行灯　枕屏風　櫛道具　朱鞘　椋欄はは
　　　あね
き　茶船　茶釜　茶入れ　タバコ盆　キセル筒
風呂屋　紺屋
父御　母御前　若
衆　若党　烏帽子
親　鳥帽子子大
勢
撹音　手本　蒔絵
香箱　茶の湯　博
下京
座敷　小座敷　台
所貫の木
湯桶　摺り鉢　法
螺貝　重箱　味噌
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装束
物
活
食
生
その他
　　　　　　　　　　きるい
緋縮緬　地色　白無垢　着類　不断着　衣裳つき　紋
付き　紋所　若衆出で立ち　毛頭巾　替え草履　厚髪
糸髪　片小髪　両袖　風呂敷包み
生醤油　大服　茶屋酒　煎じ茶
性根　浮気　気遣ひさ　気の毒　念入り　云ひ分　出
し様着け様遣り様是れ沙汰望み次第口説き
泣き　土用干し　亭主振り　檀那回り　一日暮し　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び足飛び　女郎狂ひ　縁組　興覚め顔　厄年　紋日　諸
　　　　　　かねしやう　　きん
分け　封じ目　金性　金持へ　鉢開き　太鼓打ち　棒
　　　　　どころ
尽くめ　分別所
　ぢゆう
此の中
漉し
下地　梨地十二
単　髪水
気遣ひ　相図　指
図　存じ　為様
有り様　毒断ち
取り沙汰　傾城狂
ひ　仁王立ち
斯様　然様　如何
様　今様　大様
　　　　いつかど
其の方　一廉
江戸時代後期（175）
経済　　　謝まり証文　料理茶屋　水茶屋　女郎屋　銭金　小判
　　　　　　　　　　　　かた　　　　値段　畳み算　利方　版元　六匁　女郎買ひ　新造買
　　　　　ひ
人間　　　殿御　若い衆　若旦那　大旦那　地主　浪人者　馬鹿
　　　　者　馬鹿め　坊主め　唐人め　敵め　餓鬼め　野郎め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゆう
　　　　べらぼうめべらぼう　泥坊　こんた衆中年増子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どう
　　　　供衆　隣り同士　中っ腹　金玉　獅子鼻　小髪先　胴
　　　　　まん
　　　　　間声　顔中
文化　　　素人狂言　新内節　伊勢音頭　拍子木　かたき役　立
　　　　　ち役　口三味線　草双紙　四篇目　す文字　ゆ文字
　　　　　へぼ将棋　地口
場所・建物　江戸中　長屋中　うち中　土手　新道　隣り座敷
　　　　　奥座敷家台骨
道具　　　三つ蒲団　小堤灯　皿鉢　吸物椀　状箱　タバコ入れ
　　　　　れん
　　　　　連木
茶屋　相場
嫁御　娘御　若党
　　　　　　な
小僧　手代　名代
畜生め　貴様　草
履取り　太鼓持ち
大勢　両手
白拍子　楽屋
半道　座敷　台所
大門
火鉢　鉄棒　摺り
鉢　タバコ盆　重
一75一
装束
動植物
食物
生活
その他
縞縮緬　鼠縮緬　黒縮緬　黒橘子　黒ビロウド　山岡
頭巾　大本多　合はせ髪　小紋　琉珀縞　裾模様　半
襟　駒下駄　ひより下駄　わら草履　洗濯物　不断着
風呂敷包み
小菊
　　はちざかな　　　　　　　　　　　こんにやく
茶粥　鉢肴　ぼたん餅　鏑蕩玉　唐茄子　大福餅　茶
漬け　重詰め　銅羅焼き
心意気　気持ち　気盤気さく　気違ひ　気付け　気
　　　　　　　　　　　　　　　　　ご“はb取り　気の毒そう　いい加減業さらし　業腹　しち
　　　おほあう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
面倒　大風　知恵袋　水かけ論　無躾　お陀仏　案じ
　　　　　　　　　で立ち往生　取り始末　出放題　地回り　意趣返し　台
無し　三年越し　三人連れ　不思議そう　咬ヘギセル
棒組み　今時分　二番目　三番目
　　　しよ
両側　初手
箱　茶釜
緋縮緬　紋所　荷
物　下地　鉢巻き
雑煮
性根　浮気　気遣
ひ　気散じ　気の
毒　相図　指図
　　　　　　　し言ひ分　存じ　為
様　土用干し
然様　如何様　此
の中
　各時代の代表的な混種語を時代順に見ていき，それぞれの時代の特色を探
ってみることにする。
　○奈良時代
　数は少ないが，それらの語について見るかぎり，それぞれに独立性の強い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　め
名詞と名詞の結び付きでできている。「男鬼餓」「女餓鬼」のヲ，メも後世よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
りも独立性の強いものであったらしい。従って混種語はまず名詞＋名詞とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　ま　　　　しらぎ
う語構成が原初的な形と考えられる。また，「高麗」「新羅」のように外国の
地名を上に冠することで新しくもたらされた事物をそれ以前にあった事物
（この場合は単なる「剣」や「錦」「斧」）と区別しようとしたことがうかが
われる。このように「外国の地名＋名詞」で新しくもたらされた事物を表す
方法はわかりやすい命名の仕方であり，現代にも多い。
○平安時代
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　この時期の混種語84語を意味の上から眺めてみると，官職・身分・仏教・
学芸・調度・装束に関するものが多く，意味分野は比較的限られており，具
体的な事物を示すものが多い。
　　　　　　　　　　　　　　ほとけ
　仏教に関する語としては「薬師仏」「釈迦仏」「阿弥陀仏」「経箱」等，具体
的な物を指し示す語がほとんどであり仏教の教養・祈願等に関するものは少
ない。奈良時代には主として鎮護国家を目的にしていた仏教であったがそれ
が次第に浄土信仰へと変化し，更に個人的な信仰へと向かいつつあった平安
時代には仏教は人々の生活と深くかかわっていた筈である。しかし，もたら
された事物や教えを受入れることは盛んであってもそれを別の新たな視点で
捉え直すという状況は窺えない。
　学芸では特に絵に関するものが多く，「蒔絵」「唐絵」「女絵」「歌絵」「下絵」
「作り絵」「絵書き」「絵所」「絵物語」と，直接「絵」を含む語が九語もある。
平安時代には大和絵と並び唐絵もすでにもたらされ絵画の世界が広まったこ
と，建物内に多く屏風を置く生活を送り自然に屏風に描かれる絵に関心が強
かったこと，物語絵その他でも絵に接する機会が多かったこと，「絵」という
漢語が古く日本語の中に入ったので和語との結び付きが容易であること（こ
れは混種語の前項にも後項にもなり得ることにも現れている）などが「絵」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がく
に関する語の多い理由であろう。絵に比べると楽に関する語は少ない。
　意味分野に関して言えぽ後世になって出てくる経済・食物に関する語は現
れていない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やう
　次に造語形式に関して言えぽ，この時代に顕著なことは「～様」の形の語
が多いことである。「今様歌」を含めると84語中11語もある。しかもそれら
　　さやう
は「然様」「斯様」「薄様」「今様」のように多くの資料に亙って見られるもの
が多く，また「さ」「か」「かう」「いか」「今」「薄」「有り」のような種々の
語についていることから考えると，当時非常に一般的な造語形式であったこ
とが推測される。
　その他，この時期では「懸想人」「名対面」のように「懸想」「対面」とい
った動詞的漢語を含む語があること，「らうたげさ」のように「～げさ」の形
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のものが既に現れていることが注目される。
　○院政時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜに　　　　　　　　　　　　　　　がさ　　　　がた
　この時期は前代と共通する部分が多いが，「紙銭」「銭打ち」「銭痕」「銭形」
　　うら
「銭貫」と「銭」の付く語が一挙に現れている。貨弊が日本にもたらされた
のはかなり古くまで遡ることができるようであるが，この時代になると宋銭
を大量に取入れていることからもわかるように貨弊が実用のものとなってい
る。従って貨弊が相当に普及し生活の中に「銭」が定着していたことがわか
る。その他では「法師」を含む語が4語あるのが目立つ。
　○鎌倉時代
　意味の上では平安・院政両時代と共通する部分が多いが，この期では新た
に武士に関連した語が見られる。「伊勢武者」「駆り武者」「田舎武者」「返り
　　どしいくさ
忠」「同士軍」「黄覆輪」「滋籐」等。平安時代には楽に関する語が少なかっ
たが，この期ではそれが多くなる。また，前代から仏教関係の語は見られた
が，この期になるとその数がふえる。中でも「奈良法師」「三井寺法師」「山
法師」「山寺法師」「寺法師」「盲法師」「わ法師」「小法師」「下法師」「老い
法師」のように「～法師」という語が急増している。それまで極楽浄土を願
う貴族のものであった仏教が鎌倉時代には現世救済を中心とする庶民のため
の仏教となり庶民の日々の生活に身近なものとなったこと，法師の数や生活
形態が種々現れたことなどと関連があろう。
　　　　　　　　　　　　　てい　造語形式に関して言えぽ「～体」のものが目立つ。意味の類似や，「あれ
体」「これ体」「いか体」のように指示語や「いか」につく点，勢いは及ばな
いものの平安時代の「～様」に相当するものといえる。また，「わ～」の形
式も「わ法師」「わ御房」「わ党」と出現している。
○室町時代前期
前代を受けて更に武士に関するものが増え， しかもそれは道具・装束・生
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活等の広範囲に広がっている。一方，仏教に関する新出語がなく前期と大き
く異なる。混種語で見る限り新しい受け止め方が生まれていないと言える。
　　　　　　　　　　　　きやう
　造語形式では「云ひ様」「着様」「取り様」「持ち様」のように「動詞＋様」
の形が新出語に多い。また，「～様」の場合に限らず動詞連用形が和語形態
素の中にかなり見え始めている（「分捕り」「云ひ沙汰」など）。
　　　　だいちから　　ざぷぐるま　　たうはら　　　らんぐひ
　更に，「大力」「雑車」「当腹」「乱杭」の「大」「雑」「当」「乱」のように
漢語で形容詞的（或いは接頭辞的）な働きをするものや，「鎌倉中」の「～
中」のように漢語で接尾辞的な働ぎをするものが「～様」「～体」のほかに
も現れていることが目につく。このような造語形式上の特色はこの期を大き
く特徴づけるものである。その形態素のみで独立して使われることのない，
造語要素としてのみ使われる漢語形態素が多くなれば，他の形態素との結び
付きは緊密になり造語力が増大する。この期あたりから漢語形態素が質的に
変化していると言えるのではないだろうか。
　○室町時代後期
　前期に見られた意味の広がりが一層顕著になり，貴族社会を基盤とする平
安時代とは全く異質の世界が展開している。武士に関する語は更に増え様々
な行為や道具を細かく表現するようになっている。一段と進んだ経済生活を
　　　　　　　　　　　　　　　さ示す語も多く，「棟別」「売り券」「割い符」「割り符」「切符」等具体的な経
済のシステムがこれらの語から窺える。食生活の上でも「唐納豆」「味噌」
「雑煮」「茶」等新しい物が広まっている。食物に関する語がこれほど多く現
れるのは前代までなかったことである。「気散じ」「気逆ひ」「気遣ひ」のよ
うな「気」を含む語も現れている。しかし，この期の混種語の意味は各方面
に亙っており簡単に意味分野別に分類することがむしろ困難な状況である。
　造語形式では和語形態素に前代以上に動詞連用形からのものが多い。この
期では混種語でない一般の漢語も既に多く使われている筈であるが，動作や
行為を表すことばとして漢語形態素に大幅にその位置を譲ってしまうことな
く和語形態素の占めるべき位置が依然として存在することが明確にわかる。
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　漢語で形容詞的な，または接尾辞的な働きをするものが更に多くなってい
る。「先」（「先手」）・「両」（「両足」）・「半」（「半道」）・「重」（「重箱」）・地
（「下地」）「篇」（「いつれ篇」）など。「不出来」の如きは完全に漢語の造語法
によっており，このような語が存在することの意味は大きい。
　更に注目すぺきは，和語で表現できないわけではないのに漢語を含む混種
語と成っているものがかなりあることである。例えぽ「湯桶」は「ゆおけ」，
「手作」は「てづくり」，「手老」は「てひと」というような形をとることは
可能であっただろうし現にそれらの語形があったようであるがそれらとは別
に混種語が生まれている。意味やニュアンスの違いは勿論あっただろうが
「～桶（とう」）「～作（さく）」「～者（しゃ）」の形が人々の頭の中にあった
からこそこのような語が生まれたのだと考えられる。
　この期の状況を見ると，社会の現象なり事物なりをもはや和語のみで表現
できなくなっている。
　○江戸時代前期
　　　　　　　　　　つつ　「タバコ盆」「キセル筒」のようにごく一部ながら外来語形態素を含む混
種語が出現する点がこの期の一番の特色である。
　庶民の衣食住に関するもののほか，商業・数量・遊びに関するものはヴァ
ラエティに富んでいる。茶に関する語は前代から多くなっているが，この期
にこれほど多いのは驚異でさえある。「気遣ひ」「気遣ひさ」「気の毒」「性根」
のように，前代からあった「気」に更に「性」も加わり「心」とは違った人
間の内面が捉えられておもしろい。支配階級である武士の姿が混種語からは
あまり窺えず庶民の姿の方が色濃いのは調査資料に因る偏りであろうか。
　造語形式からいえば「両～」「貴～」「大～」「～代」「～衆」「～人」「～類」
「～中」のような接辞的なものがかなり見られること，「諸分（しょわけ）」
「値段」「不断着」などの例が示すように種々の漢語形態素を相当自在に使い
こなせるようになっていることがわかる。
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　○江戸時代後期
　意味の上からは前代とほぼ似たような状況であるが，衣食住の中でも衣に
関するものが豊富である。庶民の生活でも着るものの種類が多くなり人々の
関心も強くなってきたのだろう。「気～」の形のものは室町時代後期からあ
ったがこの期にはさら更に増えている。
　「新～」「中～」「半～」「初～」のような形容詞的なものに混じって「無
しOけ
躾」のように「無～」の形のものもでてきている。室町時代後期に既に「不
出来」のような「不～」の形があったがこれに更に「無～」の形も加わり造
語が一段と容易になった。「不～」「無～」ともに本来のやまとことばには無
い造語法である。
　「お陀仏」「しち面倒」「泥坊」「不思議そう」「へぽ将棋」「水かけ論」等の
俗語が見られるのもこの期の特色である。
　このように各時代の混種語を見てくると，意味の上では平安時代には限ら
れた分野であったが室町時代前期ごろから大きな広がりを見せ始め，室町時
代後期には生活のいろいろな分野までゆきわたっていった状況が見える。ま
た，造語形式では独立性の高い名詞同士の結び付きから出発した混種語であ
るが，室町時代前期ごろから形態素に変化が見られる。和語形態素では動詞
連用形の名詞化したものが多くなる。漢語形態素では接辞的なものが現れ始
め，室町時代後期には豊かな造語力を持つ漢語形態索を含む混種語が多くな
って種々の点で語彙の増大が急速に進んでいる。そして江戸時代にはそのよ
うな漢語形態素が人々の間に深く定着して混種語のみならず，漢語そのもの
も造語が容易になっていることが推測できる状況を示している。また貴族，
武士，町人と社会の中心が変化したことは混種語の上にも相当顕著に現れ，
語彙としての混種語の変化の激しさがわかる。
（付記　今回の混種語の調査をもとに，その形態素に関しての研究を『国語
国文論集　第二十号』（学習院女子短期大学国語国文学会編）に報告するつ
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もりであるので併せて参照されたい。）
◆資料
　初めは直接本文にあたって調査し，総索引類を使った場合とどちらがよい
か考えていた。結局，総索引類を使用して調整することにした。そのため資
料は不統一になっている。
　　奈良時代
万葉集　『古典対照語い表』宮島達夫編（以下同じ）による
　　平安時代
竹取物語・伊勢物語・古今集・土左日記・後撰集・枕草子・源氏物語・紫式
部日記・更級日記　以上『古典対照語い表』
平中物語・落窪日記・かげろふ日記・宇津保物語・大和物語・和泉式部日記
・栄花物語・夜半の寝覚・浜松中納言物語・堤中納言物語・狭衣物語　以上
『日本古典文学大系』（岩波書店）
多武峯少将物語　『多武峯少将物語　本文及び総索引』（小久保崇明編）本文
拾遺和歌集　　『拾遺和歌集の研究』（片桐洋一編）所収の中院本の本文
　　院政時代
大鏡　　『古典対照語い表』
今昔物語集　『日本古典文学大系』
法華百座聞書抄　　『法華百座聞書抄総索引』（小林芳規編）
打聞集　『打聞集の研究と総索引』（東辻保和編）
古本説話集　　『古本説話集総索引』（山内洋一郎編）
極楽願往生歌　『極楽願往生歌明恵上人歌集本文と索引』（山田巌　木村晟
編）の本文
梁塵秘抄　『梁塵秘抄総索引』（小林芳規　神作光一ほか編）
　　　　　　　　　　　　　　－82一
色葉字類抄　　『色葉字類抄研究及び総合索引』（中田祝夫　峯岸明編）
類聚名義抄　　『類聚名義抄仮名索引漢字索引』（正宗敦夫編）
　　鎌倉時代
方丈記・徒然草　　『古典対照語い表』
古今著聞集・沙石抄　　『日本古典文学大系』
無名草子　『無名草子総索引』（坂詰力治編）
保元物語　『保元物語総索引』（坂詰力治編）
平治物語　『平治物語総索引』（坂詰力治編）
松浦宮物語　『松浦宮物語総索引』（菅野順之編）
とりかへぼや物語　『とりかへばや物語の研究』（鈴木弘道著）の本文
健寿御前日記　　『日本古典全書』（朝日新聞社）
閑居友　『閑居友本文及び総索引』（峯岸明ほか編）
海道記　　『海道記総索引』（鈴木一彦編）
宇治拾遺物語　　『宇治拾遺物語総索引』（増田繁夫ほか編）
十訓抄　　『片仮名本十訓抄上下』（泉基博編　古典文庫）
十六夜日記　『十六夜日記校本及び総索引』（江口正弘編）
とはずがたり　『桂宮本叢書　第十五巻』
平家物語　『平家物語総索引』（金田一春彦ほか編）
　　室町時代前期
太平記・風姿花伝・正徹物語　『日本古典文学大系』
竹むきが記　　『竹むきが記総索引』（渡辺静子　市井外喜子編）
曽我物語　『曽我物語総索引』（大野晋　武藤宏子編）
増鏡　『増鏡総索引』（門屋和雄i編）
申楽談義　『世子六十以後申楽談義』（表章校注　岩波文庫）
義経記　『義経記文節索引』（大塚光信　天田比呂志編）
ささめごと　『校註ささめごと』（木藤才蔵編）
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　　室町時代後期
史記抄　四河入海　　『抄物資料集成　別巻　索引編』
伊京集・黒本本節用集・明応五年本節用集・天正十八本節用集・饅頭屋本節
用集・易林本節用集　『古本節用集六種研究並びに総合索引　索引編』
天草版伊曽保物語　　『天草版金句集本文及研究』（金田弘編）
日葡辞書　　『邦訳日葡辞書』（土井忠生訳ほか編）
御伽草子　　『日本古典文学大系』
　　江戸時代前期
好色一代男・日本永代蔵・出世景清・心中天の網島・国姓爺合戦　『日本古
典文学大系』
ロドリゲス日本大文典　『ロドリゲス日本大文典　語句索引』（土井忠生編）
きのふはけふの物語　　『きのふはけふの物語研究及び総索引』（北原保雄編）
虎明本狂言　　『大蔵虎明本狂言集総索引3・5』（北原保雄編）
　　江戸時代後期
金々先生栄華夢・遊子方言・辰巳之園・見徳一炊夢　江戸生艶気樺焼・東海
道中膝栗毛・浮世風呂　『日本古典文学大系』
　註
　1）平家物語に現れる語彙が現代にまで残っている残存率は和語・漢語・混種語の
　　　順に高い。拙稿「平家物語の語彙の性格を探る一現代語との比較も含めて
　　　一」『学習院大学国語国文学会誌24号』　1981年。
　2）混種語の中に含まれる漢語が日本語の中に深く浸透したものであることは鈴木
　　　修次著「漢語と日本人」（みすず書房　1978年）などで指摘されている。また
　　　現代語の外来語についても同様のことが言えるのは野村雅昭著「漢字の未来」
　　　（筑摩書房　1988年）などで示されているとおりである。
　3）　拙稿「現代の混種語一その語構成と形態素一」r日本研究一言語と伝承』
　　　（大野晋先生古稀記念論文集刊行会編　角川書店　1989年）参照。
　　　　　　　　め　　　　　　　　　　　　な　　　t　　　　を
　4）「あはもよ　女にしあれば　汝き置て　男は無し」（記神代）の例など参照。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学非常勤講師・しらい　きよこ）
　　　　　　　　　　　　　　　－84一
